
 

  

 

 

学校の教育目標「自ら学ぶ意欲と考える力を持ち、心豊かで、

たくましい生きる子ども」を育成するために、「一人ひとりの輝

きをめざして」を合い言葉に、使命感にあふれ、情熱を燃やす

教師集団が組織的に取り組んでいます。 

 

学校経営から学ぶ 

授業改善においては、「教えてもらう授業」から、「学びとる

授業」を目指し、子ども達が必然的に追求したくなる課題の設

定に力を注いでいます。また、「振り返り」を重視しており、そ

れぞれ発達段階に応じた「振り返りのこつ」を子ども達に示す

ことで、要点をわかりやすく書く力を育成し、次の学習への意

欲を持たせる工夫は大いに参考になりました。 

生活習慣点検も、単に点検するのではなく、「心と脳の発達に

大切な望ましい生活習慣の確立」とその目的を明確に示してお

り、子ども達や保護者の意識を高めています。 

今後は、学校経営計画表にあるそれぞれの「取組項目」は、子

ども達にどのような「資質・能力（３本柱）」を育成しているの

かを明確にすることで、「学校経営の重点

（目標項目）」や、目指す子ども像に近づ

いていくことでしょう。 

 授業から学ぶ
 

  

各教室からは、友だちの発言に対して、

うなずき、笑顔が見られ、安心な環境の中で授業が行われてい

ました。特に、２年生体育では、

教師の明確な指示や役割分担は

見事なもので、子ども達も全力

で参加していました。 

全学級提出を頂いた、本時の

「ねらい」は３つの観点で書か

れており、本時でつけるべく「資

質・能力」が明確です。これから

も、資質・能力を意識した「ねら

い」の在り方やその評価規準に

ついての研鑽を重ねることで、

授業力がより向上することでし

ょう。 
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